
令和 6年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査報告（対象 ： 市内 24小学校 5年生 1257人 ・ 市内 11中学校 2年生 994人） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈R5年度課題〉    〔小学校〕 下半身の力強さ・タイミングの良さ、体育以外の総運動時間 

〔中学校〕 下半身の柔らかさ・粘り強さ・すばやさ・力強さ、体育以外の総運動時間 

〈R6年度取組み〉 ・ 楽しく、主体的に運動できる授業をめざした授業改善    … 専門家による改善指導、実践交流、スポーツ庁資料活用 

              ・ 体育授業以外での運動機会の設定               … スキップロープチャレンジ 

              ・ 児童生徒実態の把握、取組みの検討              … 体力向上支援委員会、府体力向上事業活用 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

〈R6年度課題〉  … 〔小学校〕下半身の柔らかさ、粘り強さ、体育以外の総運動時間 

              〔中学校〕下半身の柔らかさ、粘り強さ、すばやさ、体育以外の総運動時間 

【考察】 

体育以外での総運動時間は全国値と比べると低いが、体育以外での総運動時間が６０分未満の児童生徒の体力が、全国値と大きく変わらない、もしくは上回る結果がでた。  

体育授業で楽しみながら体力が向上する機会が確保され、授業改善の効果があったと考えられる。 

 

【今後の方針】 

・専門家による授業改善指導、実践の共有、有効な資料の活用等を進めていく。その中で、種目ごとに見られる課題に対しての指導について焦点を当て授業改善を進める。 

・スキップロープチャレンジに取り組む学校が増えてきている中で、冬の体力づくり期以外でも取り組まれるように積極的にアナウンスを行う。 

・小学校中学年から体力向上について PDCAサイクルを回していくために、引き続き府による体力向上事業の活用、本調査結果の分析、現場への情報提供を行う。 


